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事 項 内 容 備 考
茨城県陶芸美術館の企画展に 茨城県陶芸美術館（笠間市笠間２３４５ ０２９６－７０－００１１） 教育庁文化課

ついて 芸術文化担当
１ 展覧会名 「生誕百年記念 人間国宝・近藤悠三－染付の美」 029-301-5446

【関連事業】
２ 内 容 と 染付による独自の造型世界を築き上げ，昭和５２年（１９７７），重要無形文化財「染付」保 ◎ 美術講演会

みどころ 持者（人間国宝）に認定された近藤悠三の展覧会を開催します。 「父 近藤悠三の思い出－
明治３５年（１９０２）京都に生まれた近藤悠三は，京都市立陶磁器試験場付属伝習所を卒業 人と芸術－」

後，大正１０年から１３年まで富本憲吉の工房で助手を務め，多くを学びました。
はじめは染付の他象嵌（ぞうがん），掻き落とし，盛上（もりあげ）など多様な手法で陶器・ 講師：近藤 潤氏（近藤悠

磁器を制作しましたが，戦後染付に専念するようになります。つけたてとぼかしを基調とする絵 三次男／近藤悠三記念館
画的な描法により山水や植物等をモティーフに大胆な構図，筆致で描いていく作風は，陶芸界で 長）
も独自の境地を示しており，その作品はまさに「陶芸界における文人画」ということができま 日時：10月12日(土）
す。 13：30～
本展は，近藤悠三の生誕百年を記念して，初期から晩年に至る陶磁作品約１００点に追加資料 会場：多目的ホール(入場

等を加え，その陶業の全貌を回顧しようとするものです。 無料）

３ 出品作品数 約１００点 ◎ 映画会
（構成） 「呉須三昧－近藤悠三の世
Ⅰ：様々な技法を試みながら 界－」
Ⅱ：呉須（ごす）三昧－染付の先駆者として 日時：10月26日（土）
Ⅲ：近藤芸術の展開－金彩の世界への広がり 13：30～
Ⅳ：大皿への挑戦 会場：多目的ホール(入場

４ 会 期 等 会 期 平成１４年１０月５日（土）から１１月１７日（日）まで 無料）
休 館 日 毎週月曜日（月曜が祝日の場合は，翌日の火曜日が休館）
開館時間 ９：３０から１７：００まで（入場は１６：３０まで） ◎ 美術鑑賞講座

担当：美術館学芸員
５ 入 館 料 一 般 ６００（５００）円 日時：11月9日（土）

高大生 ４５０（３５０）円 ※（ ）内は，２０名以上の団体料金 13：30～
小中生 ２５０（２００）円 会場：多目的ホール(入場
※ ６５歳以上の方及び障害者手帳又は療育手帳をお持ちの方とその付き添いの方は無料。 無料）

土曜日は，高校生以下の入館は無料。１１月１３日の県民の日は，全ての方の入館無料。


